
Title 徳田秋聲『縮図』論 : 「遊女」の職業遍歴

Author(s) 水溜, 真由美

Citation 層 : 映像と表現, 17, 44-60

Issue Date 2025-03-07

DOI https://doi.org/10.14943/112699

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/94232

Type departmental bulletin paper

File Information 17_04_p44-60.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



44

１
　
は
じ
め
に

　

徳
田
秋
聲
『
縮
図
』（
小
山
書
店
、
一
九
四
六
年
）１
は
、
元
芸
妓
で
現

在
は
白
山
の
芸
妓
置
屋
の
女
将
で
あ
る
銀
子
の
半
生
を
描
く
作
品
で
あ
る
。

初
出
は
一
九
四
一
年
六
月
二
八
日
か
ら
同
年
九
月
一
五
日
ま
で
『
都
新

聞
』
に
連
載
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
戦
時
下
の
厳
格
な
言
論
弾
圧
を
背
景
と

し
て
連
載
八
〇
回
で
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
秋
聲
の
死
後
に
未
完
の
ま

ま
書
籍
化
さ
れ
た
２
。

　

徳
田
秋
聲
は
下
層
階
級
の
女
性
を
描
く
こ
と
に
長
け
た
作
家
で
あ
る
。

秋
聲
研
究
の
大
家
で
あ
る
野
口
冨
士
男
は
、
正
宗
白
鳥
に
よ
る
「
秋
聲
が

え
が
く
女
は
ど
れ
も
こ
れ
も
同
じ
よ
う
で
、
い
っ
こ
う
変
り
ば
え
が
し
な

い
」
と
い
う
趣
旨
の
批
判
を
退
け
つ
つ
、「
市
井
の
庶
民
的
な
女
を
え
が

い
て
は
、
や
は
り
秋
聲
の
右
に
出
る
作
家
は
な
い
」
と
評
価
し
て
い
る
３
。

　

下
層
階
級
の
女
性
の
流
転
す
る
人
生
を
長
期
的
な
ス
パ
ン
で
捉
え
一
代

記
的
な
構
え
の
作
品
を
描
く
こ
と
も
秋
聲
の
作
品
の
特
徴
で
あ
る
。
芸
妓

の
半
生
記
で
あ
る
『
縮
図
』
の
ほ
か
、
洋
服
屋
と
な
る
女
性
の
立
志
伝
で

あ
る
『
あ
ら
く
れ
』（
一
九
一
五
年
）４
、
秋
聲
の
妻
で
あ
る
小
沢
は
ま
を

モ
デ
ル
と
す
る
女
性
の
人
生
を
描
く
『
足
迹
』（
一
九
一
二
年
）５
お
よ
び

『
黴
』（
一
九
一
二
年
）６
な
ど
に
は
、
そ
の
傾
向
が
強
く
見
ら
れ
る
。

　
『
あ
ら
く
れ
』
の
お
島
に
顕
著
で
あ
る
が
7
、
一
代
記
的
な
構
え
の
作

品
に
描
か
れ
る
女
性
は
多
か
れ
少
な
か
れ
職
業
を
転
々
と
す
る
。
こ
う
し

た
物
語
の
設
定
は
秋
聲
の
好
み
や
世
界
観
に
還
元
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

徳
田
秋
聲
『
縮
図
』
論

�

─
「
遊
女
」
の
職
業
遍
歴

水
溜　

真
由
美
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戦
前
日
本
に
お
い
て
、
下
層
階
級
の
女
性
は
、
女
学
校
卒
業
後
に
結
婚
し

て
専
業
主
婦
と
な
っ
た
大
多
数
の
中
流
階
級
以
上
の
女
性
と
異
な
り
、
生

産
労
働
に
従
事
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
生
産
労
働
と
い
っ
て
も
、

農
民
を
除
け
ば
、
一
つ
の
職
業
に
従
事
し
続
け
る
こ
と
や
一
つ
の
職
場
に

止
ま
り
続
け
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
た
と
え
農
民
で
あ
っ
て
も

小
農
や
貧
農
の
娘
は
、
一
定
の
年
齢
に
達
す
る
と
家
計
を
助
け
る
た
め
、

借
金
を
形
に
し
て
工
場
や
遊
廓
な
ど
に
年
季
奉
公
に
出
さ
れ
る
こ
と
が
珍

し
く
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
戦
前
日
本
の
下
層
階
級
の
女
性
に
と
っ
て
、
芸
娼
妓
や
酌

婦
な
ど
の
「
遊
女
」
は
８
、
女
中
や
「
女
工
」
な
ど
と
並
ぶ
身
近
な
稼
業

で
あ
っ
た
。『
縮
図
』
以
前
に
書
か
れ
た
秋
聲
の
作
品
に
も
、
芸
娼
妓
や

酌
婦
が
登
場
す
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。

　

た
と
え
ば
、『
爛
』（
一
九
一
三
年
）９
の
主
人
公
の
お
増
は
元
「
遊
女
」

で
あ
る
。
物
語
の
開
始
時
点
で
、
お
増
は
浅
井
の
妾
と
な
っ
て
い
る
が
、

元
々
浅
井
は
お
増
の
客
だ
っ
た
。
作
中
に
は
、
お
増
の
か
つ
て
の
朋
輩
で
、

現
在
は
青
柳
と
い
う
芸
人
の
妻
に
な
っ
て
い
る
お
雪
も
登
場
す
る
。
ま
た
、

出
世
作
の
『
新
世
帯
』（
一
九
〇
九
年
）10
で
は
、
主
人
公
の
新
吉
の
友
人

で
あ
る
小
野
の
妻
の
お
国
が
、
夫
が
逮
捕
さ
れ
た
後
に
転
が
り
込
ん
だ
新

吉
の
家
を
追
わ
れ
た
後
、「
遊
女
」
に
な
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。『
足

迹
』
で
は
、
主
人
公
の
お
庄
が
女
中
仲
間
の
お
鳥
の
誘
い
に
よ
っ
て
浅
草

に
「
茶
屋
奉
公
」
に
出
る
も
の
の
、
周
囲
の
反
対
に
遭
い
、
ま
も
な
く
店

を
辞
め
る
。
一
方
で
、「
田
舎
へ
流
れ
て
行
つ
た
」
お
鳥
は
、「
お
前
さ
ん

な
ん
ざ
ま
だ
幼う
ぶ

だ
か
ら
、
行
け
ば
き
ツ
と
流は

行や

り
ま
す
よ
」
と
言
っ
て
、

お
庄
に
「
田
舎
」
に
来
て
「
遊
女
」
に
な
る
よ
う
に
誘
う
。
お
庄
は
お
鳥

の
誘
い
に
応
じ
な
い
が
、
後
に
「
古
い
料
理
屋
」
に
嫁
入
り
す
る
。
夫
の

母
親
は
元
品
川
の
芸
妓
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
秋
聲
は
多
く
の
作
品
の
中
で
、「
遊
女
」
を
下
層
階
級

の
女
性
に
と
っ
て
の
身
近
な
職
業
の
一
つ
と
し
て
描
い
て
い
る
が
、『
縮

図
』
は
、
秋
聲
の
代
表
作
の
う
ち
「
遊
女
」
を
主
人
公
に
据
え
た
初
め
て

の
作
品
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
秋
聲
の
他
の
作
品
に
描
か
れ
る
女
性
た
ち

の
職
業
遍
歴
と
も
関
連
付
け
な
が
ら
、
銀
子
の
職
業
遍
歴
に
注
目
し
つ
つ

『
縮
図
』
を
再
読
す
る
。
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
、『
縮
図
』
を
「
遊
女
」
を

労
働
者
と
し
て
描
く
作
品
と
し
て
位
置
づ
け
た
い
。

２
　『
縮
図
』
の
執
筆
背
景

　

徳
田
秋
聲
が
『
縮
図
』
を
執
筆
し
た
の
は
、
秋
聲
の
晩
年
の
愛
人
で
あ

り
、
銀
子
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
小
林
政
子
の
存
在
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
一
九
三
一
年
七
月
、
六
一
歳
だ
っ
た
秋
聲
は
、
白
山
の
富
島
家
か
ら

富
弥
の
名
で
出
て
い
た
二
六
歳
の
政
子
と
座
敷
で
出
会
っ
た
。
当
時
、
政

子
は
四
年
間
の
結
婚
生
活
が
破
綻
し
て
芸
妓
稼
業
に
戻
っ
た
ば
か
り
だ
っ

た
。
一
九
三
二
年
五
月
、
秋
聲
と
政
子
は
半
ば
同
棲
の
形
と
な
り
、
七
月
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に
は
政
子
が
芸
妓
を
廃
業
し
た
。
翌
年
、『
東
京
日
日
新
聞
』
は
二
人
の

同
棲
生
活
を
結
婚
の
可
能
性
を
含
め
て
報
じ
た
も
の
の
結
婚
に
は
至
ら
ず
、

政
子
は
芸
妓
稼
業
に
戻
り
、
一
九
三
三
年
末
に
芸
妓
置
屋
の
富
田
屋
を
開

業
し
た
11
。
た
だ
し
、
そ
の
後
も
秋
聲
と
政
子
の
関
係
は
続
き
、
秋
聲
は

亡
く
な
る
少
し
前
ま
で
本
郷
の
自
宅
と
富
田
屋
を
行
き
来
す
る
生
活
を
続

け
た
。『
縮
図
』
は
秋
聲
の
仕
事
場
で
も
あ
っ
た
富
田
屋
の
二
階
で
執
筆

さ
れ
た
。

　
『
縮
図
』
は
政
子
の
身
の
上
話
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
作
品
で
あ
る

が
12
、
本
作
に
は
政
子
や
『
仮
装
人
物
』
の
狭
山
小
夜
子
の
モ
デ
ル
で
あ

る
柘
植
そ
よ
の
ほ
か
13
、
秋
聲
が
様
々
な
「
遊
女
」
に
接
し
た
経
験
が
影

響
し
て
い
る
。
政
子
の
住
む
富
田
屋
に
足
繁
く
通
っ
た
秋
聲
は
、
置
屋
の

旦
那
に
近
い
立
場
で
政
子
の
抱
え
の
芸
妓
に
接
し
た
14
。
ま
た
、
一
九
三

五
年
に
は
長
男
の
一
穂
が
玉
の
井
で
働
い
て
い
た
酌
婦
の
逃
亡
と
廃
業
を

助
け
た
う
え
、
し
ば
ら
く
実
家
に
同
居
さ
せ
た
15
。
こ
れ
ら
は
、
秋
聲
が

「
遊
女
」
稼
業
の
舞
台
裏
を
知
る
と
共
に
、
女
性
の
人
生
の
中
で
の
「
遊

女
」
稼
業
の
位
置
づ
け
を
再
考
す
る
機
会
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
秋

聲
は
『
縮
図
』
の
連
載
開
始
前
の
打
ち
合
わ
せ
の
際
に
、「
今
迄
沢
山
の

人
が
芸
妓
の
小
説
を
書
い
た
。
し
か
し
誰
も
芸
妓
の
生
活
を
書
い
た
人
は

ゐ
な
い
。
ひ
と
び
と
が
書
い
た
の
は
芸
妓
の
感
情
で
あ
つ
た
。
私
は
芸
妓

の
生
活
を
書
き
た
い
」
と
語
っ
た
と
い
う
16
。

　

な
お
、
秋
聲
は
『
縮
図
』
以
前
に
、
政
子
を
モ
デ
ル
と
す
る
女
性
が
登

場
す
る
「
正
し
ょ
う

子こ

も
の
」
と
呼
ば
れ
る
一
連
の
作
品
を
発
表
し
て
い
る
。

「
死
に
親
し
む
」（『
改
造
』
一
九
三
三
年
一
〇
月
）、「
一
つ
の
好
み
」

（『
中
央
公
論
』
一
九
三
四
年
四
月
）、「
一
茎
の
花
」（『
文
藝
春
秋
』
一
九

三
四
年
七
月
）、「
稲
妻
」（『
行
動
』
一
九
三
四
年
一
〇
月
）、「
部
屋
、
解

消
」（『
中
央
公
論
』
一
九
三
五
年
三
月
）、「
二
つ
の
現
象
」（『
婦
人
之

友
』
一
九
三
五
年
五
月
）、「
チ
ビ
の
魂
」『
改
造
』（
一
九
三
五
年
六
月
）、

「
裸
像
」（『
文
藝
春
秋
』
一
九
三
五
年
九
月
）、「
生
き
た
煩
悩
」（『
改
造
』

一
九
三
七
年
一
月
）、「
の
ら
も
の
」（『
中
央
公
論
』
一
九
三
七
年
三
月
）

な
ど
が
そ
れ
に
当
た
る
17
。『
縮
図
』
で
は
、
秋
聲
の
分
身
で
あ
り
な
が

ら
も
虚
構
を
交
え
て
設
定
さ
れ
た
三
村
均
平
が
登
場
し
、
愛
人
の
銀
子
か

ら
身
の
上
話
を
聞
き
出
す
役
割
を
担
う
。
他
方
で
、「
正
子
も
の
」
の
多

く
に
登
場
す
る
秋
聲
の
分
身
と
見
ら
れ
る
人
物
は
、
均
平
と
比
べ
る
と
虚

構
性
が
少
な
く
、
よ
り
私
小
説
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、「
正

子
も
の
」
は
『
縮
図
』
を
考
察
す
る
上
で
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
作

品
群
で
あ
り
、
本
稿
で
も
適
宜
参
照
し
た
い
。

３
　
銀
子
の
職
業
遍
歴

　

冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
、『
縮
図
』
は
銀
子
の
一
代
記
の
性
格
を
持
つ

作
品
で
あ
る
。
作
品
の
前
半
で
は
秋
聲
の
分
身
で
あ
る
三
村
均
平
が
登
場

し
、
芸
妓
置
屋
を
営
む
愛
人
の
銀
子
と
の
日
常
が
描
か
れ
る
。
銀
子
の
身
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徒
弟
奉
公
を
し
て
製
靴
の
技
術
を
身
に
つ
け
た
。
し
か
し
、
靴
職
人
と
し

て
の
手
間
賃
だ
け
で
は
家
族
を
支
え
き
れ
ず
、
千
葉
の
蓮
池
に
あ
る
藤
本

の
抱
え
芸
妓
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
銀
子
は
栗
栖
と
い
う
若
い
医
者
と
関
係

を
深
め
る
が
、
同
時
に
藤
本
の
主
人
で
あ
る
磯
貝
の
後
妻
候
補
に
な
っ
た
。

や
が
て
銀
子
は
栗
栖
と
磯
貝
と
の
三
角
関
係
に
嫌
気
が
さ
し
、
芸
妓
稼
業

を
や
め
て
靴
職
人
に
戻
っ
た
。

　

し
ば
ら
く
銀
子
は
靴
屋
を
営
む
実
家
で
父
親
と
共
に
製
靴
の
仕
事
を
し

て
い
た
が
、
実
家
の
経
済
状
態
が
好
転
し
な
か
っ
た
め
、
Ⅰ
─
町
（
石

巻
）
に
あ
る
分わ

け

寿す

ず々

廼の

家や

に
抱
え
ら
れ
た
。
分
寿
々
廼
家
で
は
土
地
の
富

豪
で
あ
る
倉
持
と
い
う
青
年
が
銀
子
の
パ
ト
ロ
ン
と
な
り
、
銀
子
と
の
結

婚
を
熱
望
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
倉
持
が
高
利
貸
の
娘
と
結
婚
し

た
た
め
、
銀
子
は
東
京
に
戻
っ
て
芳
町
の
春
よ
し
に
住
み
替
え
を
し
た
。

春
よ
し
で
は
、
若
い
株
屋
の
若
林
が
銀
子
の
パ
ト
ロ
ン
と
な
っ
た
。
や
が

て
銀
子
は
急
性
の
肺
炎
と
腹
膜
と
腎
臓
の
併
発
症
を
患
っ
て
生
死
の
境
を

さ
ま
よ
い
、
五
ヶ
月
間
、
錦
糸
堀
の
実
家
で
病
床
に
伏
し
た
。
し
か
し

徐
々
に
回
復
し
、
再
び
座
敷
に
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
縮
図
』
の
年
代

記
小
説
は
、
こ
の
辺
り
で
中
断
し
て
い
る
。

　

こ
の
後
の
銀
子
の
人
生
に
つ
い
て
、
作
品
の
前
半
部
分
で
は
、
浅
草
の

置
屋
に
い
た
時
期
に
引
手
茶
屋
の
二
男
坊
の
木
元
と
知
り
合
い
結
婚
し
深

川
で
世
帯
を
持
っ
た
こ
と
、
木
元
は
「
遊
び
や
花
が
好
き
で
、
金
使
い
が

荒
」
く
、
銀
子
は
家
計
を
維
持
す
る
た
め
、
し
ば
ら
く
銀
座
の
カ
フ
ェ
ー

の
上
は
、
主
と
し
て
二
人
の
会
話
の
中
で
、
銀
子
が
均
平
の
質
問
に
答
え

る
形
で
語
ら
れ
る
（
三
人
称
小
説
の
形
で
書
か
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
）。

し
か
し
、
第
四
章
「
素
描
」18
の
途
中
か
ら
は
、
銀
子
を
視
点
人
物
と
す

る
三
人
称
の
年
代
記
小
説
に
移
行
す
る
。
た
だ
し
本
作
は
年
代
記
小
説
の

途
中
で
連
載
が
打
ち
切
ら
れ
、
秋
聲
の
死
後
に
未
完
の
ま
ま
書
籍
化
さ
れ

た
た
め
、
物
語
は
均
平
と
銀
子
の
現
在
に
回
帰
し
な
い
ま
ま
終
わ
っ
て
い

る
19
。

　

物
語
の
現
在
に
お
け
る
銀
子
は
三
〇
代
半
ば
と
推
測
さ
れ
る
が
、
年
代

記
小
説
の
部
分
は
銀
子
が
二
〇
歳
の
時
点
で
中
断
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、

前
半
部
分
か
ら
、
物
語
が
中
断
し
た
後
の
銀
子
の
人
生
を
、
あ
る
程
度
た

ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
時
系
列
に
そ
っ
て
銀
子
の
職
業
遍
歴
を
見

た
い
。

　

銀
子
の
父
親
は
上
州
出
身
の
製
靴
職
人
で
あ
り
、
銀
子
が
生
ま
れ
て
間

も
な
い
頃
に
妻
と
幼
い
銀
子
を
連
れ
て
上
京
し
、
各
地
を
転
々
と
し
た
後
、

柳
原
（
江
東
橋
）
で
靴
屋
を
開
い
た
。
銀
子
は
姉
妹
の
中
で
も
器
量
が
良

か
っ
た
た
め
幼
い
頃
に
「
芸
者
屋
の
仕
込
み
」
に
出
さ
れ
た
が
、
芸
者
屋

の
「
空
気
に
な
じ
ま
ず
」、
親
元
に
逃
げ
帰
っ
て
内
職
を
手
伝
う
な
ど
し

て
い
た
。
し
か
し
、
父
親
が
「
競
馬
道
楽
や
賭
け
事
で
摺す

つ
た
果
て
に
」

怪
我
を
し
て
一
時
仕
事
が
で
き
な
く
な
り
一
家
離
散
の
危
機
が
せ
ま
っ
た

た
め
、
芸
者
屋
に
戻
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
芸
者
屋

を
嫌
う
銀
子
は
、
一
四
歳
の
頃
に
は
蔵
前
の
大
き
な
靴
屋
で
住
み
込
み
で
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で
女
給
と
し
て
働
い
た
こ
と
、
四
年
間
で
結
婚
生
活
が
破
綻
し
た
こ
と
な

ど
が
語
ら
れ
て
い
る
20
。
な
お
、「
正
子
も
の
」
の
一
つ
で
あ
る
「
の
ら

も
の
」
は
、
元
芸
妓
の
晴
代
と
引
手
茶
屋
の
子
息
で
材
木
商
の
木
山
と
の

四
年
間
の
結
婚
生
活
を
め
ぐ
る
物
語
だ
が
、
二
人
の
関
係
は
『
縮
図
』
に

お
け
る
銀
子
と
木
元
の
関
係
と
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
銀
子
は
木
元
と
の
結
婚
が
破
綻
し
た
後
、
芸
妓
稼
業
に
戻
っ
た
。

そ
の
後
、
白
山
の
松
の
家
か
ら
看
板
借
り
の
形
で
座
敷
に
出
て
い
る
時
に

均
平
と
知
り
合
い
、「
家
を
も
つ
た
」
も
の
の
、
均
平
の
子
供
と
の
関
係

に
難
儀
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
一
年
ほ
ど
で
芸
妓
稼
業
に
戻
っ
た
。
そ
の
う

ち
に
松
の
家
の
主
人
の
松
島
が
亡
く
な
っ
た
た
め
、
銀
子
は
遺
族
と
相
談

の
上
で
松
の
家
の
近
所
に
置
屋
を
開
業
し
た
。
均
平
と
は
置
屋
を
開
業
し

た
後
に
復
縁
し
、
現
在
は
均
平
が
銀
子
の
営
む
置
屋
の
二
階
に
居
候
す
る

よ
う
な
関
係
と
な
っ
て
い
る
。
資
産
家
の
入
婿
（
妻
は
他
界
し
て
い
る
）

と
さ
れ
る
均
平
の
設
定
に
は
多
く
の
虚
構
が
含
ま
れ
る
も
の
の
、
銀
子
と

の
関
係
は
概
ね
秋
聲
と
政
子
の
関
係
に
基
づ
い
て
い
る
。
な
お
、
秋
聲
と

銀
子
の
出
会
い
か
ら
同
棲
を
解
消
す
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、「
正

子
も
の
」
で
は
、「
一
つ
の
好
み
」、「
一
茎
の
花
」、「
部
屋
、
解
消
」
に

描
か
れ
て
い
る
。

　

見
て
き
た
よ
う
に
、
銀
子
が
経
験
し
た
職
業
は
、
靴
職
人
、
芸
妓
、
女

給
、
芸
妓
置
屋
の
女
将
で
あ
り
、
芸
妓
と
し
て
は
何
度
も
住
み
替
え
を

行
っ
て
い
る
。
手
に
職
を
持
つ
銀
子
は
靴
職
人
と
し
て
身
を
立
て
る
こ
と

が
可
能
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
家
族
を
養
う
た
め
、
靴
職
人
よ
り

も
多
く
の
収
入
を
得
ら
れ
る
芸
妓
稼
業
に
従
事
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
21
。
そ
の
背
景
に
は
、
子
供
が
家
計
を
支
え
る
こ
と
が
自
明
で
あ
る

と
す
る
前
近
代
的
な
家
族
観
念
が
、
銀
子
を
含
め
て
家
族
の
間
で
共
有
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
22
。

４
　
職
業
遍
歴
と
男
性
遍
歴

　

た
だ
し
、
銀
子
に
職
業
遍
歴
を
促
す
要
因
は
家
庭
の
事
情
の
み
で
は
な

い
。
銀
子
は
年
代
記
小
説
の
部
分
で
、
わ
ず
か
数
年
の
間
に
、
蓮
池
の
藤

本
、
Ⅰ
─
町
の
分
寿
々
廼
家
、
芳
町
の
春
よ
し
の
三
つ
の
置
屋
の
抱
え
芸

妓
と
な
っ
て
い
る
23
。
銀
子
が
藤
本
を
辞
め
、
分
寿
々
廼
家
か
ら
春
よ
し

に
住
み
替
え
た
直
接
の
原
因
は
男
性
と
の
愛
情
関
係
の
縺
れ
に
あ
る
。

　

銀
子
が
藤
本
を
辞
め
た
理
由
は
、
磯
貝
お
よ
び
栗
栖
と
の
三
角
関
係
に

疲
弊
し
た
た
め
で
あ
る
。
磯
貝
は
藤
本
の
主
人
で
あ
り
、
主
人
の
立
場
を

利
用
し
て
銀
子
に
関
係
を
せ
ま
っ
た
。
銀
子
が
ま
だ
披
露
目
を
し
て
間
も

な
い
頃
、
客
か
ら
狐
拳
に
よ
る
「
罰
杯
の
コ
ッ
プ
酒
」
を
強
い
ら
れ
た
た

め
に
置
屋
に
戻
っ
て
か
ら
酔
い
潰
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
磯
貝
の
「
両
手
に

抱
か
れ
」、
二
階
の
部
屋
に
寝
か
さ
れ
た
。
銀
子
に
酔
い
潰
れ
て
か
ら
後

の
記
憶
は
な
い
が
、「
二
階
で
親
爺
に
介
抱
さ
れ
た
よ
う
な
気
も
す
る
が

あ
の
く
り
〳
〵
し
た
目
で
見
て
ゐ
ら
れ
た
よ
う
に
も
思
は
れ
、
そ
れ
が
幻
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覚
で
あ
つ
た
や
う
に
も
思
は
れ
た
」（『
全
集
』
第
十
八
巻
、
三
一
七
頁
）、

「
一お

と
つ
ひ

昨
日
の
晩
の
こ
と
が
夢
の
や
う
に
頭あ

た
ま脳

に
残
り
、
親
爺
と
顔
を
合
す

の
が
厭
で
な
ら
な
か
つ
た
」（
同
、
三
一
九
頁
）
等
と
あ
り
、
主
人
が
機

に
乗
じ
て
銀
子
を
強
姦
し
た
こ
と
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
か
ら
ほ
ど
な
く
し
て
磯
貝
の
妻
で
あ
る
「
マ
ダ
ム
」
が
病
気
の
た

め
に
急
逝
す
る
の
だ
が
、「
マ
ダ
ム
」
は
亡
く
な
る
前
に
、
自
分
の
後
釜

に
な
っ
て
商
売
を
受
け
継
ぐ
よ
う
銀
子
に
言
い
遺
し
た
。
銀
子
に
好
意
を

持
つ
磯
貝
は
、
置
屋
の
近
く
に
家
を
借
り
て
銀
子
の
家
族
を
、
隣
の
一
棟

に
は
銀
子
を
住
ま
わ
せ
て
世
話
を
し
た
。
銀
子
は
磯
貝
を
疎
ま
し
く
思
い

な
が
ら
も
、「
少
し
我
慢
さ
へ
す
れ
ば
、（
略
）
何
で
も
言
う
こ
と
を
聞
い

て
く
れ
」
る
磯
貝
の
好
意
に
乗
じ
た
。
他
方
で
、
銀
子
は
客
で
あ
る
若
い

医
師
の
栗
栖
と
関
係
を
深
め
た
。
栗
栖
は
銀
子
を
身
請
け
し
て
結
婚
す
る

可
能
性
も
仄
め
か
し
た
が
、
磯
貝
は
嫉
妬
心
か
ら
栗
栖
と
銀
子
と
の
関
係

を
妨
害
し
、
栗
栖
も
磯
貝
と
の
関
係
を
有
耶
無
耶
に
す
る
銀
子
を
詰
っ
た
。

や
が
て
銀
子
は
栗
栖
と
磯
貝
と
の
三
角
関
係
に
嫌
気
が
指
し
て
藤
本
を
辞

め
、
家
族
も
ろ
と
も
蓮
池
の
住
ま
い
を
引
き
払
っ
た
。

　

銀
子
が
Ⅰ
─
町
の
分
寿
々
廼
家
か
ら
芳
町
の
春
よ
し
に
住
み
替
え
た
の

は
、
パ
ト
ロ
ン
の
倉
持
が
結
婚
し
た
た
め
で
あ
る
。
倉
持
は
銀
子
と
の
結

婚
を
望
ん
で
い
た
が
、
家
柄
の
違
い
か
ら
周
囲
の
理
解
を
得
る
の
は
困
難

だ
っ
た
。
倉
持
は
当
面
、
銀
子
に
家
を
持
た
せ
て
、
そ
の
家
に
通
う
こ
と

を
持
ち
か
け
た
が
、
銀
子
は
「
妾
が
き
ら
い
な
の
よ
」
と
言
っ
て
倉
持
の

提
案
を
拒
ん
だ
。
そ
の
後
ま
も
な
く
倉
持
は
高
利
貸
し
の
娘
と
結
婚
し
た
。

銀
子
は
倉
持
の
結
婚
を
報
じ
る
新
聞
記
事
を
読
ん
だ
後
、
や
け
酒
を
あ
お

り
、
実
家
と
桂
庵
に
手
紙
を
出
し
て
住
み
替
え
の
手
配
を
し
た
。

　

見
て
き
た
よ
う
に
、
銀
子
が
藤
本
を
辞
め
、
分
寿
々
廼
家
か
ら
春
よ
し

に
住
み
替
え
を
し
た
理
由
は
、
い
ず
れ
も
客
や
主
人
と
の
愛
情
関
係
の
縺

れ
に
よ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
三
角
関
係
に
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
条
件
の
良
い

客
と
の
関
係
を
自
ら
断
ち
切
っ
た
り
、
パ
ト
ロ
ン
と
結
婚
で
き
な
い
か
ら

と
い
っ
て
即
座
に
住
み
替
え
た
り
す
る
の
は
、
芸
妓
の
行
動
と
し
て
必
ず

し
も
一
般
的
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
芸
妓
が
客
や
主

人
と
の
愛
情
関
係
を
理
由
と
し
て
芸
妓
置
屋
を
移
っ
た
り
辞
め
た
り
す
る

こ
と
は
珍
し
く
な
い
。『
爛
』
の
お
増
は
、
田
舎
で
「
茶
屋
奉
公
」
に
出

た
ば
か
り
の
頃
、
お
茶
屋
の
若
旦
那
と
の
関
係
が
町
で
噂
に
な
っ
た
た
め

に
住
み
替
え
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
「
遊
女
」
に
限
ら
ず
、
女
性
は
男
性
と
の
関
係
か
ら
職
業
や

職
場
を
変
わ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
こ
こ
で
『
あ
ら
く
れ
』
の
お
島
の

場
合
を
見
た
い
。
幼
い
頃
に
金
持
ち
の
農
家
に
養
女
に
出
さ
れ
た
お
島
は
、

養
父
の
甥
と
の
結
婚
を
拒
否
し
た
た
め
に
家
を
出
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
後
、
缶
詰
屋
の
主
人
で
あ
る
鶴
さ
ん
の
後
妻
と
な
る
。
し
か
し
、
夫

の
浮
気
や
、
お
島
の
嫉
妬
が
原
因
と
な
り
、
一
年
足
ら
ず
で
離
婚
す
る
。

そ
の
後
、
お
島
は
兄
が
手
が
け
る
植
木
商
の
仕
事
を
手
伝
う
た
め
に
「
或あ

る

山
国
の
町
の
一
つ
」
に
行
く
。
と
こ
ろ
が
兄
は
女
の
後
を
追
っ
て
町
を
出
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て
し
ま
い
、
お
島
は
兄
の
残
し
た
借
金
の
形
に
さ
れ
て
旅
館
の
女
中
と
し

て
働
く
こ
と
と
な
る
。
そ
の
旅
館
（
浜
屋
）
で
、
お
島
は
病
妻
を
持
つ
若

主
人
（
以
下
、
浜
屋
）
と
恋
仲
に
な
る
。
浜
屋
は
外
聞
を
憚
り
、
お
島
を

「
山
の
或
温
泉
宿
」
に
移
す
も
の
の
、
ま
も
な
く
実
父
が
お
島
を
連
れ
戻

し
に
来
る
。
浜
屋
は
実
父
の
前
で
お
島
を
囲
う
と
言
い
出
す
が
、
お
島
は

「
人
の
妾
な
ぞ
私
死
ん
だ
つ
て
出
来
や
し
な
い
」
と
言
っ
て
浜
屋
の
提
案

を
拒
否
す
る
。
東
京
に
戻
っ
た
お
島
は
、
下
谷
で
暮
ら
す
伯
母
の
下
で
裁

縫
の
賃
仕
事
の
手
伝
い
を
す
る
よ
う
に
な
る
。
や
が
て
お
島
は
伯
母
の
元

に
出
入
り
す
る
裁
縫
師
の
小
野
田
の
仕
事
を
手
伝
う
よ
う
に
な
り
、
紆
余

曲
折
の
末
、
小
野
田
と
結
婚
し
て
洋
服
屋
を
開
業
す
る
。

　
『
あ
ら
く
れ
』
に
お
い
て
、
お
島
の
経
験
す
る
職
業
は
缶
詰
屋
、
植
木

商
、
旅
館
の
女
中
、
裁
縫
師
、
洋
服
商
で
あ
る
が
、
結
婚
を
含
め
て
男
性

と
の
関
係
は
、
お
島
に
転
職
を
促
す
主
な
要
因
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

お
島
は
結
婚
に
よ
っ
て
缶
詰
屋
の
女
主
人
に
な
り
、
離
婚
に
よ
っ
て
缶
詰

屋
を
去
る
。
ま
た
、
旅
館
の
女
中
に
な
っ
た
後
、
主
人
の
愛
人
に
な
り
、

温
泉
宿
に
移
さ
れ
る
。
一
方
で
、
主
人
と
の
関
係
を
清
算
す
る
と
同
時
に

温
泉
宿
の
女
中
を
や
め
、
東
京
に
出
て
新
し
い
仕
事
を
始
め
る
。

５
　
職
業
と
し
て
の
妻
業
・
妾
業

　

見
て
き
た
よ
う
に
、
女
性
の
職
業
選
択
は
家
庭
（
実
家
）
の
経
済
的
事

情
に
加
え
て
男
性
と
の
関
係
に
左
右
さ
れ
や
す
い
。
男
女
関
係
は
本
質
的

に
不
安
定
で
あ
る
上
、
男
性
中
心
の
社
会
構
造
下
で
は
男
性
が
主
導
権
を

握
る
場
合
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
結
果
と
し
て
、
女
性
の
職
業
的
地

位
の
不
安
定
性
を
助
長
す
る
。
中
で
も
、
結
婚
や
離
婚
は
女
性
の
職
業
に

決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
今
日
で
も
、
女
性
が
結
婚
に
よ
っ
て
仕
事
を

や
め
専
業
主
婦
に
な
っ
た
り
、
夫
の
仕
事
を
手
伝
う
よ
う
に
な
っ
た
り
、

新
居
か
ら
通
勤
で
き
る
職
場
に
移
っ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
は
珍
し
く
な
い
。

他
方
で
、
配
偶
者
と
の
離
別
や
死
別
は
、
し
ば
し
ば
女
性
に
再
就
職
を
促

す
。

　

お
島
や
銀
子
に
と
っ
て
結
婚
は
職
業
遍
歴
の
一
コ
マ
で
あ
る
。
彼
女
ら

に
と
っ
て
結
婚
は
生
計
を
得
る
手
段
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
ま
た
、
両

者
は
家
庭
内
の
再
生
産
労
働
の
担
い
手
で
あ
り
、
家
業
を
支
え
る
労
働
力

で
も
あ
る
。
お
島
や
銀
子
の
ケ
ー
ス
に
限
ら
ず
、
妻
業
は
女
性
が
従
事
す

る
最
も
あ
り
ふ
れ
た
職
業
の
一
つ
と
言
え
る
。
秋
聲
の
作
品
は
、
下
層
階

級
出
身
の
女
性
に
と
っ
て
結
婚
が
必
ず
し
も
「
永
久
就
職
」
と
は
な
り
得

な
い
こ
と
、
妻
業
は
他
の
職
業
に
劣
ら
ず
不
安
定
な
職
業
で
あ
る
こ
と
を

暴
露
し
て
い
る
。

　

同
様
に
、
妾
業
も
女
性
に
と
っ
て
職
業
に
近
い
役
割
を
果
た
す
。
し
ば

し
ば
女
性
は
妾
と
な
る
こ
と
で
、
そ
れ
以
前
に
従
事
し
て
い
た
仕
事
を
辞

め
、
愛
人
の
経
済
的
な
庇
護
の
下
に
お
か
れ
る
24
。
し
か
し
、
妾
の
地
位

は
妻
の
そ
れ
と
比
べ
て
い
っ
そ
う
不
安
定
で
あ
り
「
永
久
就
職
先
」
と
は



51 徳田秋聲『縮図』論

な
り
に
く
い
。「
日
陰
者
」
と
し
て
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
も
つ
き

ま
と
う
。
た
と
え
ば
、
永
井
荷
風
『
腕
く
ら
べ
』（
一
九
一
七
年
）
の
駒

代
が
、
パ
ト
ロ
ン
の
吉
岡
の
妾
に
な
る
よ
り
も
、
吉
岡
の
世
話
を
受
け
な

が
ら
「
自
前
」
で
芸
者
を
続
け
る
方
が
望
ま
し
い
選
択
肢
だ
と
考
え
る
の

は
、「
藝
者
を
よ
し
て
お
妾
に
な
つ
た
暁
旦
那
に
見
捨
て
ら
れ
ゝ
ば
又
し

て
も
、
今
度
は
三
度
目
の
藝
者
に
立
ち
戻
る
よ
う
な
困
つ
た
事
に
な
」
り

か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
25
。
駒
代
は
、
一
九
歳
の
時
に
身
請
け
さ
れ
て
結

婚
し
た
も
の
の
、
三
年
後
に
夫
と
死
別
し
て
芸
妓
稼
業
に
立
ち
戻
っ
た
前

歴
の
持
ち
主
で
あ
る
。『
縮
図
』
の
銀
子
や
『
あ
ら
く
れ
』
の
お
島
も
妾

に
な
る
こ
と
を
頑
な
に
拒
否
す
る
が
、
そ
れ
は
妾
と
な
る
こ
と
の
デ
メ

リ
ッ
ト
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
『
縮
図
』
に
は
妾
の
地
位
の
不
安
定
性
も
描
か
れ
て
い
る
。
銀
子
が
看

板
を
借
り
て
い
た
松
の
家
の
、
か
つ
て
の
女
将
で
あ
る
小
菊
は
、
主
人
の

松
島
の
妾
で
あ
っ
た
。
秋
聲
の
作
品
で
は
主
人
公
の
み
な
ら
ず
脇
役
の
女

性
の
人
生
も
詳
し
く
描
か
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
が
、
小
菊
も
そ
の
例
外

で
は
な
い
。
小
菊
は
一
二
、
三
歳
の
時
、
両
親
の
手
で
安
房
の
那
古
の
芸

妓
置
屋
に
売
ら
れ
、
芸
妓
と
し
て
稽
古
を
積
ん
だ
。
小
菊
は
、
そ
の
七
年

後
に
赤
坂
の
置
屋
に
住
み
替
え
を
行
い
、
座
敷
で
松
島
と
知
り
合
っ
た
。

や
が
て
小
菊
は
、
芸
妓
稼
業
か
ら
足
を
洗
い
、
松
島
の
世
話
を
受
け
て
母

や
弟
妹
と
一
緒
に
湯
島
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
が
、
松
島
の
援
助
が
十

分
で
な
か
っ
た
た
め
芸
妓
稼
業
に
戻
っ
た
。
そ
の
後
、
松
島
は
愛
人
の
一

人
で
あ
る
「
春
日
町
の
マ
ダ
ム
」
か
ら
の
出
資
を
得
て
小
菊
に
松
の
家
を

開
業
さ
せ
た
。
松
の
家
は
繁
盛
し
た
も
の
の
、
松
島
が
小
菊
の
異
母
妹
で

あ
る
品
子
と
恋
仲
に
な
っ
た
た
め
、
小
菊
は
そ
の
こ
と
を
苦
に
し
て
自
殺

し
た
。
そ
の
後
、
品
子
は
松
島
が
亡
く
な
る
ま
で
松
の
家
で
松
島
と
同
居

し
、
松
島
に
溺
愛
さ
れ
た
。
な
お
、
松
島
に
は
松
の
家
の
近
く
に
住
む
正

妻
も
い
た
。

　

結
果
的
に
、
小
菊
は
松
島
の
妾
と
松
の
家
の
女
将
の
座
を
異
母
妹
で
あ

る
品
子
に
奪
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
小
菊
は
「
失
業
」
す
る
前
に
自
殺
し

て
し
ま
っ
た
が
、
妻
や
愛
人
が
夫
や
愛
人
の
新
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
に
妻
や

妾
の
座
を
奪
わ
れ
、「
失
業
」
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。

　

他
方
で
、『
爛
』
に
は
妻
の
座
を
め
ぐ
る
女
性
同
士
の
ラ
イ
バ
ル
関
係

が
描
か
れ
て
い
る
。
本
作
に
お
い
て
、
浅
井
が
お
増
を
身
請
け
し
た
際
、

浅
井
は
お
増
に
対
し
て
妻
が
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
ず
、
妻
の
お
柳
に
対
し

て
も
、
お
増
の
存
在
を
隠
し
て
い
た
。
し
か
し
、
や
が
て
両
者
は
互
い
の

存
在
を
知
る
。
浅
井
が
妾
宅
を
本
宅
の
近
く
の
赤
坂
に
移
す
頃
に
は
、
浅

井
の
気
持
ち
は
完
全
に
お
増
に
移
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
お
柳
は
「
持

病
の
ヒ
ス
テ
リ
ー
」
を
悪
化
さ
せ
た
。
そ
の
後
、
お
柳
の
兄
が
弁
護
士
を

間
に
入
れ
て
浅
井
に
高
額
の
手
切
れ
金
を
支
払
わ
せ
浅
井
と
お
柳
を
別
れ

さ
せ
る
が
、
お
柳
は
狂
気
に
陥
り
死
ん
で
し
ま
う
。

　

浅
井
と
お
柳
の
兄
の
間
に
入
っ
た
小
林
弁
護
士
は
、
お
増
に
対
し
て

「
奥
さ
ん
、
今
夜
か
ら
貴
女
は
安
心
し
て
寝
ら
れ
ま
す
よ
」、「
そ
の
代
り
、
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今
度
は
貴
女
の
番
で
す
よ
。
私
が
明
言
し
て
お
く
」（
傍
線
引
用
者
）
と

断
言
す
る
（『
全
集
』
第
十
巻
、
三
六
頁
）。
実
際
に
、
多
情
な
浅
井
は
、

お
増
の
他
に
複
数
の
愛
人
を
持
ち
、
お
増
の
遠
縁
の
若
い
お
今
と
も
男
女

の
間
柄
に
な
る
。
た
だ
で
さ
え
健
康
不
安
を
抱
え
、
年
齢
に
よ
る
容
姿
の

衰
え
を
自
覚
す
る
お
増
は
、
い
ず
れ
浅
井
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
座
を
追
わ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
に
苛
ま
れ
る
。
お
増
は
、「
気
の
狂
つ
て

死
ん
だ
」
お
柳
に
自
分
を
重
ね
る
一
方
で
、「
い
つ
棄
て
ら
れ
て
も
、
困

ら
な
い
」
よ
う
に
「
金
や
品
物
な
ど
を
用
意
す
る
こ
と
を
怠
ら
」
な
い
。

物
語
の
終
盤
で
、
お
今
は
同
郷
の
男
と
結
婚
す
る
も
の
の
、
浅
井
の
新
た

な
「
情
婦
」
の
存
在
が
浮
上
す
る
。
そ
の
「
情
婦
」
は
「
こ
の
頃
色
稼
業

を
止
め
て
、
溜
め
た
金
で
、
芝
の
方
に
化
粧
品
屋
を
出
し
た
女
」
だ
っ
た
。

浅
井
が
「
お
柳
の
ゐ
た
頃
」
の
お
増
に
し
た
よ
う
に
、「
情
婦
」
の
と
こ

ろ
に
「
株
券
や
貴
重
な
書
類
の
入
つ
た
手
提
金
庫
な
ど
を
運
ん
で
ゐ
る
こ

と
」
が
発
覚
す
る
。
さ
ら
に
「
情を

ん
な婦

」
の
母
親
が
「
奥
さ
ん
に
お
昵ち

か
づ
き近

に

な
り
た
い
と
い
つ
て
」
挨
拶
に
来
た
こ
と
か
ら
、
お
増
は
「
疑
惑
」
を
募

ら
せ
、
小
林
弁
護
士
の
「
讖し

ん
げ
ん言
」
が
「
到
頭
自
分
の
身
の
う
へ
に
当
つ
て

来
た
」
と
い
う
思
い
に
囚
わ
れ
る
。
お
増
は
、
か
つ
て
浅
井
の
妻
の
お
柳

が
自
分
に
し
た
よ
う
に
、「
情
婦
」
が
営
む
店
の
近
所
を
「
長
い
あ
ひ
だ

往ゆ
き来ゝ

」
す
る
（
同
、
七
一
─
七
二
頁
）。

　
『
爛
』
は
、
女
性
が
愛
人
の
妾
や
妻
の
座
を
奪
っ
た
と
し
て
も
、
い
ず

れ
は
別
の
女
性
に
妾
や
妻
の
座
を
奪
わ
れ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
生

産
労
働
に
従
事
し
て
い
た
女
性
が
、
妾
や
妻
と
な
り
愛
人
や
夫
の
経
済
的

庇
護
の
下
に
置
か
れ
た
と
し
て
、
そ
の
女
性
が
妾
や
妻
の
座
を
追
わ
れ
た

な
ら
ば
、
再
び
生
産
労
働
に
従
事
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

妻
業
や
妾
業
を
一
職
業
と
し
て
組
み
込
む
形
で
、
女
性
の
職
業
遍
歴
は
続

い
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。

６
　「
遊
女
」
の
再
生
産

　

と
こ
ろ
で
、
元
「
遊
女
」
が
妾
や
妻
の
座
を
追
わ
れ
た
場
合
は
「
遊

女
」
稼
業
に
戻
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
も
っ
と
も
、
そ
の
場
合
の
「
遊

女
」
稼
業
と
は
芸
娼
妓
や
酌
婦
等
と
は
限
ら
ず
、
条
件
に
恵
ま
れ
れ
ば
26
、

芸
妓
置
屋
や
待
合
の
女
将
や
バ
ー
の
マ
ダ
ム
等
に
な
る
場
合
も
あ
る
。
こ

れ
ら
の
職
業
は
、
芸
娼
妓
や
酌
婦
に
比
べ
る
と
年
齢
の
制
約
が
緩
や
か
で

あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
長
期
的
な
「
遊
女
」
の
再
生
産
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

秋
聲
は
『
縮
図
』
に
お
い
て
、
芳
町
の
春
よ
し
の
女
将
で
あ
る
芳
村
民

子
が
女
将
に
な
る
ま
で
の
「
放
浪
生
活
」
を
詳
し
く
描
い
て
い
る
。
民
子

は
少
女
時
代
を
東
京
で
「
堅
い
屋
敷
奉
公
」
を
し
て
過
ご
し
た
後
、
裕
福

な
元
士
族
の
家
に
嫁
入
り
し
た
が
、
夫
を
戦
争
で
亡
く
し
た
シ
ョ
ッ
ク
の

た
め
「
神
心
を
喪
失
し
て
脳
病
院
に
担
ぎ
こ
ま
れ
、
そ
こ
で
流
産
し
た
」。

そ
の
三
年
後
、
病
か
ら
快
復
し
た
民
子
は
「
玉
の
輿
に
乗
る
」
つ
も
り
で

新
橋
で
芸
妓
と
な
っ
た
。
し
か
し
「
俄
仕
込
」
の
民
子
に
新
橋
の
芸
妓
は
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勤
ま
ら
ず
、
民
子
は
「
河
岸
を
か
へ
て
北
海
道
へ
と
飛
び
、
函
館
か
ら
小

樽
、
室
蘭
と
精
々
一
年
か
二
年
か
で
御
輿
を
あ
げ
、
そ
ち
こ
ち
転
々
し
た

果は
て

に
樺
太
ま
で
乗の

し
、
大
泊
か
ら
汽
車
で
五
六
時
間
の
豊
原
で
、
有
名
な

花
屋
に
落
ち
着
い
た
の
だ
つ
た
が
、
東
京
へ
舞
ひ
戻
つ
て
芳
町
へ
現
は
れ

た
自
分
は
、
も
う
三
十
の
大
年
増
で
あ
り
、
そ
こ
で
稼
い
で
い
る
う
ち
に
、

米
屋
町
で
少
し
は
名
前
の
通
つ
た
花
村
と
い
う
年
輩
の
男
を
物
に
し
、
花

村
が
ち
や
う
ど
妻
と
死
別
れ
て
、
孤
独
の
寂
し
さ
を
身
に
し
み
て
感
じ
て

ゐ
た
折
な
の
で
、
家
へ
入
れ
る
約
束
で
、
金
を
引
き
出
し
、
兎
に
角
自
前

と
な
つ
て
一
軒
も
つ
こ
と
に
な
つ
た
」（『
全
集
』
第
十
八
巻
、
三
六
六

頁
）
と
い
う
。

　

ち
な
み
に
、
芸
妓
置
屋
の
女
将
や
バ
ー
の
マ
ダ
ム
は
、
抱
え
の
芸
妓
や

女
給
に
対
し
て
は
雇
主
の
立
場
に
あ
る
が
、
通
常
の
「
経
営
者
」
の
イ

メ
ー
ジ
で
捉
え
る
こ
と
が
相
応
し
く
な
い
場
合
も
あ
る
。
た
と
え
ば
小
菊

は
松
の
家
の
女
将
で
あ
っ
た
が
、
松
の
家
の
経
営
上
の
主
導
権
を
握
っ
て

い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
小
菊
が
自
ら
座
敷
に
出
る
芸
妓
で
あ
っ
た
こ
と

も
考
慮
す
る
と
、
主
人
の
松
島
と
小
菊
の
間
に
は
経
済
的
な
搾
取
関
係
が

あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
先
ほ
ど
元
「
遊
女
」
が
妾
や
妻
の
座
を
追
わ
れ
る
と
「
遊
女
」

稼
業
に
戻
る
場
合
が
多
い
と
述
べ
た
が
、
銀
子
の
場
合
は
木
元
と
離
婚
し

た
後
に
芸
妓
稼
業
に
戻
っ
て
く
る
（
婚
姻
中
は
芸
妓
を
廃
業
し
て
い
た
も

の
の
、
し
ば
ら
く
家
計
を
助
け
る
た
め
に
銀
座
の
カ
フ
ェ
ー
の
女
給
と
し

て
働
い
て
い
た
）。
作
中
で
は
、
結
婚
生
活
が
破
綻
し
芸
妓
稼
業
に
戻
る

こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
が
、
銀
子
に
と
っ
て
大
き
な
痛
手
で
あ
っ

た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

（
前
略
）
結
婚
の
破
綻
で
、
女
に
し
て
は
最
も
大
切
な
時
代
の
四
年

を
棒
に
振
つ
た
こ
と
は
、
何
と
言
つ
て
も
心
外
で
あ
り
、
再
び
振

返
ら
う
と
も
思
は
な
か
つ
た
、
元
の
古
巣
へ
逆
戻
り
し
た
以
上
、

這
ひ
あ
が
る
た
め
に
は
何
か
摑
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
こ

の
世
界
で
は
、
二
十
二
三
と
も
な
れ
ば
、
そ
れ
は
も
う
年
増
の
部

類
で
、
二
十
六
七
に
も
な
れ
ば
、
お
婆
さ
ん
の
方
で
、
若
い
妓
の

繋
ぎ
に
呼
ば
れ
る
か
、
遊
び
に
年
期
の
入
っ
た
年
配
者
の
座
持
に

呼
ば
れ
る
く
ら
ゐ
が
落
で
あ
り
、
男
に
苦
い
経
験
の
あ
る
女
が
男

を
警
戒
す
る
や
う
に
、
女
に
失
敗
し
た
男
は
用
心
し
て
深
入
り
し

ず
、
看
板
借
と
も
な
れ
ば
、
何
ん
な
付
物
が
あ
る
か
解
ら
な
か
つ

た
（
同
、
二
九
二
頁
）。

　

そ
の
後
、
銀
子
は
均
平
と
所
帯
を
持
つ
が
27
、
再
び
芸
妓
稼
業
に
戻
っ

て
く
る
。
均
平
は
、
置
屋
経
営
の
困
難
に
直
面
し
弱
音
を
吐
く
銀
子
に
対

し
て
、「
君
は
や
つ
ぱ
り
こ
の
商
売
に
取
り
つ
い
て
行
く
ん
だ
。
泥
沼
の

な
か
に
育
つ
て
来
た
人
間
は
、
泥
沼
の
な
か
で
生
き
て
行
く
よ
り
外
な
い

ん
だ
」（
同
、
二
七
四
頁
）
と
い
う
言
葉
を
投
げ
か
け
る
。
こ
の
言
葉
か
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り
返
し
表
明
す
る
銀
子
を
芸
者
稼
業
に
駆
り
立
て
る
の
は
家
族
で
あ
り
、

家
族
は
芸
妓
は
恥
ず
べ
き
も
の
だ
と
い
う
烙
印
を
内
面
化
し
な
が
ら
、
確

信
犯
的
に
銀
子
に
犠
牲
を
強
い
て
い
る
28
。

　

と
も
あ
れ
、「
遊
女
」
の
人
生
を
め
ぐ
る
秋
聲
の
見
方
は
悲
観
的
な
も

の
で
あ
る
。「
二
つ
の
現
象
」
の
庸
作
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。

出
発
点
と
環
境
と
が
、
屡し

ば
〳
〵々

女
の
一
生
を
決
定
す
る
。
そ
し
て
小

さ
い
自
分
か
ら
そ
ん
な
境
涯
に
お
か
れ
た
女
が
、
他
の
社
会
へ
交

り
こ
ん
で
生
き
て
行
く
の
に
は
、
余
程
運
が
好
く
て
、
若
い
う
ち

に
結
婚
の
好
い
相
手
を
見
つ
け
る
か
、
金
持
の
翫
弄
に
甘
ん
じ
て

ゐ
な
い
限
り
、
矢
張
り
さ
う
し
た
雰
囲
気
の
な
か
に
生
き
て
行
く

よ
り
外
な
い
の
で
あ
つ
た
。（
同
、
一
六
七
頁
）

７
　
未
完
の
物
語
、
終
わ
ら
な
い
職
業
遍
歴

　

見
て
き
た
よ
う
に
、「
遊
女
」
の
職
業
遍
歴
は
、
そ
の
過
程
に
妻
業
や

妾
業
を
組
み
込
み
な
が
ら
、
ま
た
年
齢
等
の
条
件
に
よ
っ
て
芸
娼
妓
や
酌

婦
か
ら
芸
妓
置
屋
や
待
合
の
女
将
や
バ
ー
の
マ
ダ
ム
に
職
種
を
転
じ
な
が

ら
続
い
て
い
く
。
芸
妓
か
ら
妻
へ
、
妻
か
ら
芸
妓
へ
、
芸
妓
か
ら
芸
妓
置

屋
の
女
将
へ
、
と
い
う
銀
子
の
職
業
遍
歴
は
、
靴
職
人
の
経
歴
が
差
し
挟

ま
れ
る
こ
と
を
除
け
ば
、
珍
し
い
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。

ら
、
い
わ
ゆ
る
「
泥
水
稼
業
」
に
馴
染
ん
だ
女
性
は
、
そ
れ
以
外
の
世
界

で
生
き
る
の
は
困
難
だ
と
す
る
考
え
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

ち
な
み
に
、「
二
つ
の
現
象
」
で
も
、
秋
聲
の
分
身
で
あ
る
登
場
人
物

に
よ
っ
て
同
様
の
考
え
が
表
明
さ
れ
る
。「
二
つ
の
現
象
」
は
、
長
男
の

一
穂
（
作
中
で
は
庸
一
）
が
玉
の
井
の
酌
婦
（
作
中
で
は
雪
野
）
の
逃
亡

を
助
け
た
事
件
を
ふ
ま
え
て
書
か
れ
た
作
品
で
あ
る
。
雪
野
は
警
察
の
助

力
も
得
て
一
旦
酌
婦
を
廃
業
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
ら
抱
え
主
の
と

こ
ろ
に
戻
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
庸
作
（
庸
一
の
父
親
）
は

庸
一
に
対
し
て
、「
矢
張
り
あ
の
人
の
運
命
な
ん
ち
や
な
い
か
、
そ
こ
へ

還
つ
て
行
く
の
は
」
と
述
べ
る
（『
全
集
』
第
十
七
巻
、
一
六
七
頁
）。

　

も
っ
と
も
、
庸
作
は
「
遊
女
」
が
「
遊
女
」
稼
業
か
ら
「
足
を
抜
く
こ

と
」
が
困
難
な
理
由
を
、「
遊
女
」
本
人
に
帰
結
さ
せ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
作
中
で
は
、
庸
作
の
視
点
か
ら
、
女
性
を
「
遊
女
」
稼
業
に
は
ま

り
込
ま
せ
る
「
悪
徳
」
が
、「
長
い
間
の
習
慣
性
に
な
つ
て
ゐ
る
親
た
ち

の
利
己
心
と
、
さ
う
い
ふ
こ
と
を
商
売
に
し
て
ゐ
る
人
達
と
の
結
び
会
ひ

に
よ
つ
て
行
は
れ
る
」（
同
、
一
六
四
頁
）
と
い
う
考
え
が
示
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
庸
作
は
「
一
度
そ
ん
な
烙
印
を
捺
さ
れ
る
と
、
ど
こ
の
社

会
で
も
女
と
し
て
通
用
し
な
く
な
る
の
が
普
通
」（
同
、
一
六
五
頁
）
と

も
述
べ
、
社
会
に
よ
る
烙
印
が
女
性
の
「
遊
女
」
稼
業
か
ら
の
足
抜
け
を

困
難
に
し
て
い
る
と
い
う
見
方
を
し
て
い
る
。
以
上
は
『
縮
図
』
の
銀
子

に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
。『
縮
図
』
に
お
い
て
、
芸
者
が
嫌
い
だ
と
繰
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な
お
、
物
語
の
現
在
に
お
け
る
銀
子
の
職
業
上
の
立
場
は
、
あ
る
程
度

安
定
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
性
風
俗
業
は
「
水
商
売
」
と

言
わ
れ
る
通
り
に
不
安
定
で
あ
る
上
、
銀
子
の
営
む
芸
妓
置
屋
の
経
営
基

盤
が
特
別
に
盤
石
で
あ
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
第
六
章
「
裏
木
戸
」

（
三
）
で
は
置
屋
経
営
の
困
難
が
強
調
さ
れ
、「
資
本
の
薄
い
も
の
は
た
ち

ど
こ
ろ
に
息
づ
ま
っ
て
し
ま
う
」
と
書
か
れ
て
い
る
し
（『
全
集
』
第
十

八
巻
、
三
六
六
頁
）、
春
よ
し
の
女
将
の
民
子
の
末
路
に
つ
い
て
、「
辣
腕

を
揮
ひ
つ
く
し
た
果
に
、
負
債
で
首
が
ま
は
ら
ず
、
夜
逃
同
様
に
土
地
を

売
る
こ
と
に
な
」
り
、
現
在
は
「
大
阪
へ
落
ち
て
行
つ
た
と
ば
か
り
で
、

消
息
も
知
れ
な
い
」
と
す
る
言
及
も
あ
る
（
同
、
三
六
五
頁
）。
こ
れ
ら

を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
銀
子
が
今
後
も
同
じ
芸
妓
置
屋
の
女
将
で
い
ら
れ

る
の
か
は
不
確
か
で
あ
る
。
ま
た
、
年
代
記
小
説
の
部
分
は
銀
子
の
病
気

が
快
復
し
て
芸
妓
稼
業
に
戻
る
と
こ
ろ
で
中
断
さ
れ
て
お
り
、
木
元
と
結

婚
す
る
ま
で
の
数
年
間
は
空
白
と
な
っ
て
い
る
。
銀
子
の
職
業
遍
歴
は
反

復
を
伴
い
な
が
ら
果
て
し
な
く
続
い
て
い
く
印
象
を
与
え
る
。

　

も
っ
と
も
、
秋
聲
の
作
品
の
中
で
、
こ
う
し
た
読
後
感
を
与
え
る
の
は

未
完
に
終
わ
っ
た
『
縮
図
』
の
み
に
限
ら
な
い
。
先
述
の
と
お
り
、『
爛
』

で
は
、
終
わ
り
の
方
で
、
浅
井
の
新
た
な
「
情
婦
」
の
存
在
が
ク
ロ
ー
ス

ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
物
語
は
、
お
今
の
結
婚
式
に
夫
婦
で
出
席
し
た
お
増
と

浅
井
が
帰
宅
し
、「「
私
達
も
、
あ
の
人
を
頼
ん
で
、
一
度
お
杯

さ
か
づ
きを
し
て

み
た
い
ぢ
や
な
い
の
。」
／
お
増
は
晴
々
し
た
顔
を
し
て
、
奥
へ
著き

が
へ替
に

た
つ
て
行
つ
た
」（『
全
集
』
第
十
巻
、
七
七
頁
）
と
い
う
一
節
で
終
わ
る

の
だ
が
、「
情
婦
」
の
存
在
が
も
た
ら
す
結
婚
生
活
の
危
機
は
解
消
さ
れ

な
い
ま
ま
で
あ
る
。
作
品
は
浅
井
、
お
増
、「
情
婦
」
を
め
ぐ
る
物
語
の

次
の
展
開
を
示
唆
し
な
が
ら
、
物
語
を
中
断
す
る
よ
う
な
仕
方
で
終
わ
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
消
化
不
良
に
も
見
え
る
『
爛
』
の
結
末
は
、
下
層
階

級
の
女
性
に
と
っ
て
結
婚
が
「
永
久
就
職
」
に
な
り
に
く
い
こ
と
を
ふ
ま

え
る
な
ら
ば
、
現
実
描
写
と
し
て
優
れ
て
い
る
。
な
お
、
浅
井
が
、
お
増

と
離
婚
し
て
「
情
婦
」
を
妻
に
迎
え
た
な
ら
ば
、
お
増
は
「
遊
女
」
稼
業

に
戻
る
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
結
末
ら
し
か
ら
ぬ
結
末
と
終
わ
ら
な
い
職
業
遍
歴
と
の
呼

応
は
、『
あ
ら
く
れ
』
に
も
見
ら
れ
る
。『
あ
ら
く
れ
』
に
お
い
て
、
お
島

と
小
野
田
が
開
い
た
洋
服
店
は
、
中
学
校
の
制
服
の
販
売
に
活
路
を
見
出

し
て
繁
盛
す
る
が
、
物
語
は
次
な
る
展
開
へ
の
含
み
を
残
し
て
終
わ
る
。

作
品
の
終
盤
で
、
お
島
は
小
野
田
の
留
守
中
に
温
泉
場
を
訪
れ
、
店
で
働

く
若
い
職
人
と
小
僧
の
順
吉
を
呼
び
寄
せ
る
。
そ
こ
で
お
島
は
、
二
人
に

対
し
て
、「
事
に
よ
つ
た
ら
、
上か

み

さ
ん
あ
の
店
を
出
て
、
こ
の
人
［
引
用

者
注

─
若
い
職
人
］
に
裁
を
や
つ
て
も
ら
つ
て
、
独ひ

と
り
だ
ち立
で
や
る
か
も

知
れ
な
い
よ
」（
同
、
三
三
七
頁
）
と
打
ち
明
け
る
。
お
島
と
小
野
田
の

夫
婦
関
係
は
、
性
的
不
調
和
や
小
野
田
の
女
性
関
係
に
よ
っ
て
亀
裂
が

入
っ
て
お
り
、
近
い
将
来
に
、
お
島
が
小
野
田
と
別
れ
て
「
独
立
」
す
る

可
能
性
は
大
い
に
あ
る
。
な
お
、
こ
の
若
い
職
人
は
小
野
田
よ
り
も
職
人
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と
し
て
の
腕
が
立
つ
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
お

り
、
お
島
に
と
っ
て
「
独
立
」
は
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
と
も
な
り
得
る
。
た
だ
し
、
お
島
の

浮
き
沈
み
の
多
い
人
生
を
考
え
る
と
、「
独

立
」
が
成
功
裡
に
終
わ
る
と
は
限
ら
な
い
し
、

実
際
に
、
お
島
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
女
性
は

「
独
立
」
を
試
み
て
失
敗
し
た
と
い
う
29
。

お
島
の
物
語
は
未
完
で
あ
る
こ
と
を
宿
命
づ

け
ら
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
新
藤
兼
人
監
督
に
よ
る
映
画

『
縮
図
』（
近
代
映
画
協
会
、
一
九
五
三
年
）

に
触
れ
て
お
き
た
い
。
映
画
『
縮
図
』
は
原

作
小
説
の
年
代
記
小
説
の
部
分
に
基
づ
い
て

時
系
列
に
沿
っ
て
進
み
、
銀
子
の
病
が
快
復

し
て
再
び
座
敷
に
出
る
と
こ
ろ
で
終
わ
っ
て

図 1 図 2

図 3 図 4 図 5
　

映
画
の
序
盤
の
狐
拳
の
シ
ー
ン
で
は
、
三

味
線
の
演
奏
と
か
け
声
を
バ
ッ
ク
に
、
狐
拳

に
興
じ
る
銀
子
と
客
の
切
り
返
し
シ
ョ
ッ
ト

と
マ
ス
タ
ー
シ
ョ
ッ
ト
が
組
み
合
わ
さ
れ

（
図
１
、
図
２
）、
時
折
、
負
け
た
側
が
罰
と

し
て
服
を
脱
い
だ
り
酒
を
飲
ん
だ
り
す
る

シ
ョ
ッ
ト
が
差
し
挟
ま
れ
る
。
終
盤
に
お
け

る
狐
拳
の
描
き
方
も
、
序
盤
の
そ
れ
と
ほ
ぼ

同
様
で
あ
る
。
ま
ず
、
狐
拳
に
興
じ
る
銀
子

と
客
の
姿
が
切
り
返
し
シ
ョ
ッ
ト
と
マ
ス

タ
ー
シ
ョ
ッ
ト
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
映
し

出
さ
れ
た
後
（
図
３
、
図
４
）、
こ
の
客
が

別
室
で
お
灸
を
据
え
て
い
る
女
将
に
「
銀
子

の
世
話
を
し
た
い
」
と
申
し
出
る
シ
ー
ン
が

差
し
挟
ま
れ
る
（
三
味
線
の
演
奏
は
続
い
て

い
る
）。
そ
の
後
で
、
銀
子
が
別
の
客
と
狐

拳
を
す
る
シ
ー
ン
に
切
り
替
わ
る
。
最
後
は
、

切
り
返
し
シ
ョ
ッ
ト
か
ら
マ
ス
タ
ー
シ
ョ
ッ

ト
に
移
行
し
た
後
、
カ
メ
ラ
が
ゆ
っ
く
り
パ

ン
し
て
銀
子
の
内
面
に
せ
ま
る
か
の
よ
う
な

ク
ロ
ー
ス
ア
ッ
プ
で
終
わ
る
（
図
５
）。

い
る
。
映
画
の
内
容
は
比
較
的
原
作
に
忠
実
だ
が
、
乙
羽
信
子
演
じ
る
銀

子
が
座
敷
で
客
と
狐
拳
を
す
る
終
盤
の
シ
ー
ン
は
原
作
に
は
な
い
。
他
方

で
、
序
盤
に
登
場
す
る
狐
拳
の
シ
ー
ン
は
原
作
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

先
述
の
と
お
り
、
原
作
で
は
、
藤
本
の
抱
え
芸
妓
と
な
っ
て
間
も
な
い
頃

の
銀
子
が
客
と
狐
拳
を
し
て
酔
い
潰
れ
、
主
人
の
磯
貝
に
強
姦
さ
れ
る
こ

と
が
示
唆
さ
れ
て
い
た
。
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こ
れ
ら
の
序
盤
と
終
盤
の
狐
拳
の
シ
ー
ン
は
、
場
所
と
客
の
顔
ぶ
れ
に

は
違
い
が
あ
る
が
、
宴
席
で
客
に
接
待
す
る
銀
子
の
姿
に
大
き
な
違
い
は

な
い
た
め
、
観
客
は
既
視
感
を
覚
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
客
を
変
え
な

が
ら
果
て
し
な
く
続
く
狐
拳
の
反
復
的
な
動
き
と
相
俟
っ
て
、
芸
妓
稼
業

の
反
復
と
終
わ
り
の
な
さ
を
印
象
づ
け
る
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
な
っ
て
い
る
。

８
　
お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、『
縮
図
』
に
お
け
る
銀
子
の
職
業
遍
歴
に
つ
い
て
検
討
し

た
。
銀
子
の
職
業
遍
歴
は
、
柳
橋
（
江
東
橋
）
→
千
葉
・
蓮
池
→
Ⅰ
町

（
石
巻
）
→
芳
町
→
錦
糸
堀
→
芳
町
→
浅
草
→
深
川
→
白
山
へ
の
居
住
地

の
移
動
も
伴
っ
て
い
る
。
そ
の
点
も
含
め
て
銀
子
は
「
放
浪
す
る
女
」
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

　

か
つ
て
水
田
宗
子
は
有
名
な
林
芙
美
子
論
の
中
で
、『
放
浪
記
』
と

『
浮
雲
』
を
「
女
の
放
浪
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
と
し
て
位
置
づ
け
つ

つ
、「
放
浪
す
る
女
」
を
「
結
婚
と
い
う
制
度
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
る
、

家
の
中
と
い
う
女
の
居
場
所
、
母
や
妻
や
娘
と
い
う
女
の
従
来
の
役
割
か

ら
は
み
出
し
た
女
」
と
し
て
捉
え
た
30
。
水
田
は
、
あ
た
か
も
林
芙
美
子

が
「
定
住
を
拒
否
」
し
た
例
外
的
な
女
性
を
描
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
論

じ
て
い
る
。「
放
浪
す
る
女
」
が
家
を
「
女
の
居
場
所
」
と
す
る
規
範
に

外
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
だ
が
、
果
た
し
て
近
代
日
本
に
お
い
て
「
放
浪

す
る
女
」
は
例
外
的
な
存
在
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世

界
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
現
実
に
は
、
少
数
で
は
な
い
下
層
階
級
の
女

性
が
自
活
す
る
た
め
、
あ
る
い
は
家
族
を
養
う
た
め
に
放
浪
を
強
い
ら
れ

た
こ
と
を
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

銀
子
が
芸
妓
を
嫌
い
な
が
ら
芸
妓
稼
業
を
続
け
る
理
由
は
自
活
す
る
た

め
、
そ
し
て
家
族
を
扶
養
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
銀
子
の
放
浪
す
る
人
生

を
描
く
『
縮
図
』
は
、
銀
子
の
放
浪
が
職
業
遍
歴
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と

を
見
据
え
る
点
で
、「
遊
女
」
を
労
働
者
と
し
て
描
く
作
品
と
言
え
よ
う
。

な
お
、
秋
聲
が
こ
の
よ
う
な
作
品
を
書
き
得
た
背
景
と
し
て
、
小
林
政
子

を
始
め
と
す
る
下
層
階
級
出
身
の
女
性
と
の
深
い
関
わ
り
と
、
実
在
の
人

物
を
登
場
人
物
の
モ
デ
ル
に
据
え
て
、
そ
の
人
物
が
た
ど
っ
た
人
生
の
軌

跡
を
詳
細
に
描
き
込
も
う
と
す
る
自
然
主
義
的
な
作
風
を
指
摘
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
秋
聲
に
お
い
て
こ
れ
ら
は
、
女
性
の
居
場
所
は
家
庭
で
あ
る

と
い
う
よ
う
な
固
定
観
念
の
介
在
を
抑
制
す
る
意
味
を
持
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
31
。

１	『
徳
田
秋
聲
全
集
』
第
十
八
巻
、
八
木
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
所
収
。
本
稿
に
お
け

る
徳
田
秋
聲
の
作
品
の
引
用
は
、
全
て
『
徳
田
秋
聲
全
集
』
に
よ
る
。
本
文
中

に
引
用
箇
所
を
示
す
場
合
は
、『
全
集
』
と
略
記
す
る
。
引
用
の
際
、
ル
ビ
は
適

宜
省
略
す
る
。

２	

書
籍
化
の
際
、
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
八
〇
回
分
に
、「
新
聞
社
か
ら
原
稿
の
ま
ま
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「
年
譜
」『
徳
田
秋
聲
全
集
』
別
巻
、
八
木
書
店
、
二
〇
〇
六
年
な
ど
を
参
照
。

12	

政
子
は
『
縮
図
』
の
主
人
公
の
銀
子
に
つ
い
て
、「
お
よ
そ
完
全
に
わ
た
し
を
モ

デ
ル
に
し
た
も
の
で
、
銀
子
と
い
う
女
主
人
公
以
上
の
人
物
の
こ
と
も
、
銀
子

で
あ
る
わ
た
し
の
口
か
ら
先
生
に
語
ら
れ
た
と
ほ
り
の
ま
ま
書
か
れ
て
あ
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
前
掲
小
林
「「
縮
図
」
の
モ
デ
ル
・
銀
子
」、
一
一
九
頁
。

13	

柘
植
そ
よ
に
つ
い
て
は
、
前
掲
野
口
『
徳
田
秋
聲
伝
』
を
参
照
。

14	

浪
江
洋
二
「「
縮
図
」
モ
デ
ル
考

─
徳
田
秋
声
と
小
林
政
子

─
」『
国
文
学　

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
一
六
巻
一
四
号
、
一
九
七
一
年
一
一
月
な
ど
。

15	

こ
の
事
件
を
描
い
た
作
品
に
、「
二
つ
の
現
象
」（『
婦
人
之
友
』
一
九
三
五
年
五

月
号
）
が
あ
る
。
他
方
で
、
徳
田
一
穂
は
、
こ
の
事
件
の
顛
末
を
、「
縛
ら
れ
た

女
」（『
新
潮
』
一
九
三
六
年
一
月
）、「
鰺
ヶ
沢
」（『
新
潮
』
一
九
三
七
年
一
月
）、

「
無
心
邂
逅
」（『
文
藝
』
一
九
三
九
年
八
月
）、「
北
の
旅
」（『
新
創
作
』
一
九
四

二
年
三
月
）
な
ど
の
「
利
枝
も
の
」
と
呼
ば
れ
る
一
連
の
作
品
に
描
い
て
い
る
。

「
利
枝
も
の
」
に
つ
い
て
は
、
大
木
志
門
「
徳
田
一
穂
と
徳
田
秋
聲

─
父
子
作

家
の
文
学
的
闘
争
と
交
響

─
」『
法
学
新
報
』
一
二
八
巻
七
・
八
号
、
二
〇
二

三
年
一
二
月
を
参
照
。

16	

挿
絵
担
当
の
内
田
巌
の
証
言
。
松
本
徹
『
徳
田
秋
聲
の
時
代
』
鼎
書
房
、
二
〇

一
八
年
よ
り
孫
引
き
（
一
四
九
頁
）。

17	「
死
に
親
し
む
」
か
ら
「
二
つ
の
現
象
」
ま
で
は
、『
徳
田
秋
聲
全
集
』
第
十
七

巻
、
八
木
書
店
、
一
九
九
九
年
所
収
。「
チ
ビ
の
魂
」
か
ら
「
の
ら
も
の
」
ま
で

は
、
前
掲
『
徳
田
秋
聲
全
集
』
第
十
八
巻
所
収
。

戻
つ
て
来
て
ゐ
た
八
十
一
回
」
と
「
本
棚
の
中
か
ら
出
て
来
た
八
十
二
回
の
書

き
か
け
の
原
稿
」
が
加
え
ら
れ
た
（
徳
田
一
穂
の
『
縮
図
』
跋
文
に
よ
る
、『
全

集
』
第
十
巻
、
解
題
三
八
頁
）。

３	『
徳
田
秋
聲
ノ
ー
ト　

現
実
密
着
の
深
度
』
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
七
二
年
、

五
七
頁
。

４	『
徳
田
秋
聲
全
集
』
第
十
巻
、
八
木
書
店
、
一
九
九
八
年
所
収
。

５	『
徳
田
秋
聲
全
集
』
第
九
巻
、
八
木
書
店
、
一
九
九
八
年
所
収
。

６	

同
。

７	

拙
稿
「
徳
田
秋
声
『
あ
ら
く
れ
』
に
お
け
る
お
島　

そ
の
職
業
遍
歴
と
男
性
遍

歴
」『
散
文
誌　

隣
り
村
』
別
巻
、
二
〇
二
四
年
六
月
。

８	

徳
田
秋
聲
の
作
品
で
は
、
し
ば
し
ば
芸
娼
妓
、
酌
婦
、
料
理
屋
の
女
中
な
ど
の

仕
事
が
曖
昧
な
言
葉
で
表
現
さ
れ
、
職
業
や
職
種
が
明
確
に
さ
れ
な
い
こ
と
が

あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
接
客
業
に
従
事
す
る
女
性
を
「
遊
女
」
と
総
称

す
る
。
な
お
、
芸
妓
、
芸
者
、
娼
妓
、
酌
婦
、
私
娼
な
ど
の
言
葉
に
は
差
別
的

な
含
意
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
歴
史
的
用
語
と
し
て
そ
の
ま

ま
用
い
て
い
る
。
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
括
弧
は
用
い
な
い
。

９	

前
掲
『
徳
田
秋
聲
全
集
』
第
十
巻
所
収
。

10	『
徳
田
秋
聲
全
集
』
第
七
巻
、
八
木
書
店
、
一
九
九
八
年
所
収
。

11	

秋
声
と
政
子
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
小
林
政
子
「「
縮
図
」
の
モ
デ
ル
・
銀

子

─
徳
田
秋
聲
先
生
の
思
い
出

─
」『
読
売
評
論
』
二
巻
五
号
、
一
九
五
〇

年
五
月
、
野
口
冨
士
男
『
徳
田
秋
聲
伝
』
筑
摩
書
房
、
一
九
六
五
年
、
第
七
章
、
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18	

便
宜
的
に
通
し
で
章
番
号
を
振
っ
た
。

19	「『
仮
装
人
物
』
と
「
縮
図
」」
前
掲
野
口
『
徳
田
秋
聲
ノ
ー
ト　

現
実
密
着
の
深

度
』、
二
〇
八
─
二
〇
九
頁
。

20	

結
婚
が
破
綻
し
た
時
点
の
銀
子
の
年
齢
は
「
二
十
六
、
七
」
と
さ
れ
て
い
る
。

21	

前
掲
「
一
つ
の
好
み
」
で
は
、
小
林
政
子
を
モ
デ
ル
と
す
る
正
子
に
つ
い
て
、

「
十
三
四
の
時
分
」
に
「
東
京
一
と
い
は
れ
る
職
人
で
あ
り
卸
し
屋
で
あ
つ
た
工

場
に
入
つ
て
、
男
達
の
中
に
交
つ
て
、
皮
を
裁
つ
こ
と
や
縫
ふ
こ
と
を
教
は
」

り
、「
相
当
好
い
腕
前
に
な
つ
た
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
子
供
の
多
い
家
庭
の

事
情
は
、
目ま

だ
る
つ
こ
い
靴
な
ぞ
縫
つ
て
ゐ
る
こ
と
を
許
さ
な
か
つ
た
」
と
記

述
し
て
い
る
。『
徳
田
秋
聲
全
集
』
第
十
七
巻
、
七
五
頁
。

22	

前
田
真
理
は
、
銀
子
が
「
自
ら
納
得
し
て
一
家
の
柱
の
役
割
を
引
き
受
け
て
い

る
」
こ
と
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
銀
子
の
職
業
遍
歴
を
「
男
達
の
間
で
も
み
く
ち
ゃ

に
な
っ
た
末
に
親
元
へ
帰
っ
て
行
き
、
ま
た
生
活
の
た
め
に
出
て
行
く
と
い
う

往
復
運
動
の
過
程
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
、「『
縮
図
』
考

─
二
つ
の
家
に
つ

い
て

─
」
紅
野
敏
郎
編
『
論
考
徳
田
秋
声
』
桜
楓
社
、
一
九
八
三
年
、
一
九

〇
─
一
九
一
頁
。

23	

銀
子
は
藤
本
の
前
に
人
形
町
の
芸
妓
置
屋
に
い
た
よ
う
だ
が
、
詳
細
が
語
ら
れ

て
い
な
い
の
で
省
略
す
る
。

24	

本
稿
で
は
、
妾
と
い
う
言
葉
を
「
正
妻
の
外
に
、
養
い
愛
す
る
女
」（『
日
本
国

語
大
辞
典
・
第
二
版
』
小
学
館
（
デ
ジ
タ
ル
版
））
の
意
味
で
用
い
て
い
る
。
石

島
亜
由
美
は
『
万
朝
報
』
一
八
九
八
年
七
月
七
日
か
ら
九
月
二
七
日
ま
で
連
載

さ
れ
た
「
弊
風
一
斑　

蓄
妾
の
実
例
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
妾
の
出
自

（
出
身
）
の
中
で
芸
妓
が
最
も
多
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
芸
妓
を

「
妾
の
生
産
装
置
」
だ
と
主
張
し
て
い
る
。『
妾
と
愛
人
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム　

近
・
現
代
の
一
夫
一
婦
の
裏
面
史
』
青
弓
社
、
二
〇
二
三
年
、
第
一
章
。
な
お
、

石
島
は
、
明
治
の
文
学
作
品
が
描
く
妾
像
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
い
る
。

25	

永
井
壯
吉
『
荷
風
全
集
』
第
十
二
巻
、
岩
波
書
店　

一
九
九
二
年
、
四
九
頁
。

タ
イ
ト
ル
は
『
花
柳
小
説　

腕
く
ら
べ
』。

26	

一
方
、
年
齢
を
経
る
に
従
い
「
商
品
価
値
」
が
低
下
し
て
「
転
落
」
す
る
「
遊

女
」
も
少
な
く
な
い
。
林
芙
美
子
は
短
編
小
説
「
牛
肉
」
に
、
本
牧
の
高
級
娼

婦
で
あ
っ
た
満
喜
江
が
吉
原
の
場
末
の
妓
楼
の
娼
妓
へ
と
身
を
落
と
す
過
程
を

描
い
て
い
る
。「
林
芙
美
子
「
牛
肉
」
論

─
「
遊
女
」
の
転
落
物
語
」『
北
海

道
大
学
文
学
研
究
院
紀
要
』
第
一
七
五
号
、
二
〇
二
五
年
三
月
。

27	

政
子
も
秋
聲
と
同
棲
し
た
が
結
婚
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
松
本
徹
は
二
人
が
結

婚
し
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、「
政
子
が
一
家
の
戸
主
で
、
扶
養
の
義
務
を

負
っ
て
お
り
、
両
親
が
秋
聲
と
の
結
婚
を
認
め
な
か
っ
た
こ
と
、
政
子
自
身
、

秋
聲
宅
に
籠
も
っ
て
い
る
こ
と
に
倦
ん
だ
た
め
ら
し
い
。
秋
聲
に
し
て
も
結
婚

を
考
え
た
も
の
の
、
歳
が
三
十
二
も
下
と
な
る
と
、
政
子
の
将
来
を
考
え
、
是

非
と
も
と
い
う
わ
け
に
い
か
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
前
掲

『
徳
田
秋
聲
の
時
代
』、
一
五
〇
頁
。

28	

銀
子
の
母
親
は
、「
印
台
の
金
の
指
輪
な
ど
指
に
嵌
め
て
、
お
詣
り
で
も
し
て
歩

き
た
い
風
で
、
家
の
暮
し
も
小
楽
ら
し
く
何
彼
と
取
繕
ひ
、
芸
者
を
し
て
い
る
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娘
か
ら
仕
送
つ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
叭
に
も
出
さ
な
」
い
。
ま
た
、

妹
た
ち
は
「
姉
の
身
の
う
え
を
恥
づ
、
学
校
で
も
勤
め
先
で
も
、
秘
し
隠
し
に

隠
」
し
て
い
る
。『
全
集
』
第
十
八
巻
、
三
二
八
頁
。

29	

秋
聲
は
「「
爛
」
と
「
あ
ら
く
れ
」
の
モ
デ
ル
」（『
新
潮
』
一
九
一
五
年
一
〇
月

一
日
）
に
お
い
て
、
お
島
の
職
業
遍
歴
と
男
遍
歴
が
、
ほ
ぼ
事
実
に
即
し
て
い

る
こ
と
を
暴
露
し
た
上
で
、「『
あ
ら
く
れ

6

6

6

6

』
は
小
野
田
に
別
れ
て
、
新
し
い
男

に
密く
つ
つ通

か
う
と
し
て
居
る
と
こ
ろ
ま
で
し
か
書
い
て
い
な
い
が
、
実
際
は
あ
れ

か
ら
が
面
白
い
。
例
の
気
性
で
自
分
一
個
で
独
立
し
て
事
業
を
遣
ろ
う
と
し
て

は
、
失
敗
し
て
了
ふ
。
其
の
点
を
覘ね
ら

つ
て
書
か
う
と
し
た
の
だ
が
、
長
く
な
つ

た
の
で
止
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。『
徳
田
秋
聲
全
集
』
第
二
〇
巻
、
八
木
書
店
、

二
〇
〇
一
年
、
四
三
頁
傍
点
原
文
。
な
お
、『
あ
ら
く
れ
』
の
モ
デ
ル
は
義
弟
小

澤
武
雄
が
内
縁
関
係
を
結
ん
だ
鈴
木
ち
よ
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
前

掲
野
口
『
徳
田
秋
聲
伝
』）。

30	「
放
浪
す
る
女
の
異
郷
へ
の
夢
と
転
落

─
林
芙
美
子
『
浮
雲
』」『
二
十
世
紀
の

女
性
表
現

─
ジ
ェ
ン
ダ
ー
文
化
の
外
部
へ
』
學
藝
書
林
、
二
〇
〇
三
年
、
二

三
三
頁
。

31	

も
っ
と
も
、
自
然
主
義
が
女
性
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
と
無
縁
だ
っ
た
と
言
い

た
い
わ
け
で
は
な
い
。
倉
田
容
子
は
、
田
山
花
袋
『
生
』
等
の
「
老
女
」
を
描

い
た
作
品
を
俎
上
に
挙
げ
な
が
ら
、
自
然
主
義
の
方
法
論
は
封
建
的
な
規
範
を

相
対
化
す
る
反
面
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
さ
れ
た
エ
イ
ジ
ン
グ
表
象
を
帰
結
し
た
と

主
張
し
て
い
る
。『
語
る
老
女　

語
ら
れ
る
老
女

─
日
本
近
現
代
文
学
に
み
る

女
の
老
い
』
學
藝
書
林
、
二
〇
一
〇
年
、
Ⅱ
第
二
章
、
第
三
章
。
他
方
で
、
金

井
景
子
は
、
秋
聲
が
小
林
政
子
か
ら
「
十
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
」
話
を
聞
き

続
け
た
こ
と
」
を
評
価
し
つ
つ
も
、「
女
の
口
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
っ
と
も
プ

ラ
イ
ベ
イ
ト
な
物
語
が
、
共
に
暮
ら
す
男
の
ペ
ン
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
、
新
聞

と
い
う
社
会
の
公
器
に
延
々
と
開
陳
さ
れ
る
残
酷
」
に
つ
い
て
指
摘
す
る
と
同

時
に
、
作
中
に
お
い
て
銀
子
か
ら
話
を
聞
き
出
す
均
平
が
中
立
的
な
聞
き
手
で

は
あ
り
得
な
い
こ
と
に
つ
い
て
注
意
を
促
し
て
い
る
。「
聴
く
男
・
語
る
女
・
書

く
男
性
作
家

─
徳
田
秋
聲
『
縮
図
』
を
読
む
」
江
種
満
子
ほ
か
『
男
性
作
家

を
読
む　

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
批
評
の
成
熟
へ
』
新
曜
社
、
一
九
九
四
年
。


